
TYO1 基本情報

受付場所 稼働時間 担当部署 連絡先

通常納品/資材納品 4F 日勤8:00 - 19:00
夜勤19:00 – 6:00

２F
インバウンド
入荷受付

070-7540-5413 

集荷/Transfer 4F 日勤8:00 - 19:00
夜勤19:00 – 6:00

3F/2F
アウトバウンド
シップドック

070-7540-5400
つながらないときは
080-7680-0709

廃棄物積込 4F 日勤8:00 - 19:00
夜勤19:00 – 6:00

ECO 080-7680-0799

■受付場所と連絡先

■避難場所

火災：屋外（建屋東側）

地震：屋内（３Fカフェテリア）

■避難経路
非常ベルが鳴ったら、すぐに作業を中断

館内放送に従い、

・火災は屋外の東側通路（構外）に避難

・地震は屋内の３Fカフェテリアに避難

  最寄りの階段や非常口から避難。

避難場所に到着したら、整列して点呼を受ける。

点呼完了後は指示があるまで座って待機。



TYO1  基本情報

■受付可能な車両（レベラーの数には限りがありますので原則エアサス車でご来構下さい。）

Outbound

トラック形状 受け入れ可否 備考

2t トラック 一部Dockのみ可
309A,307B,305B,304B,304A,302ª
※標準ドック高±20cmの荷台高受け入れ可能

4t トラック 〇

10t トラック 〇

エアサス車ではないトラック ×

ウィング車(荷室側面からフォークリフト
横降ろし)

×

ウィング車(荷室後方からハンドリフト降
ろし)

〇
構内での側面部開口禁止
後面部のみ開口可能

バン ×

軽バン 一部Dockのみ可 307B,305B,304A

軽トラック ×
荷台露出しているトラック ×

コンテナ車（海コン・鉄道コン） ×

トレーラー ×

乗用車 ×

冬用チェーン装着車両 ×

スタッドレス/ミックスタイヤ装着車両 〇

※その他注意事項 特になし

受付可能な荷台天井の高さ 280cm

受付可能な荷台の高さ

標準ドック:105cm 対応可能高さ:95cm ~ 115cm（2t車特例有）
ドックレベラー設置:あり
設置箇所:302A,307A,309A,311A
レベラー設置ドック:105cm  対応可能高さ:90cm ~ 120cm

ラッシングバーの置き方 ラックへセット

Inbound

トラック形状 受け入れ可否 備考

2t トラック 一部Dockのみ可
206A,206B
※標準ドック高±20cmの荷台高受け入れ可能

4t トラック 〇

10t トラック 〇

エアサス車ではないトラック ×

ウィング車(荷室側面からフォークリフト
横降ろし)

×

ウィング車(荷室後方からハンドリフト降
ろし)

〇
構内での側面部開口禁止
後面部のみ開口可能

バン ×

軽バン 一部Dockのみ可 206A,207A,207B

軽トラック ×

荷台露出しているトラック ×

コンテナ車（海コン・鉄道コン） ×

トレーラー ×

乗用車 ×

冬用チェーン装着車両 ×

スタッドレス/ミックスタイヤ装着車両 〇

※その他注意事項 特になし

受付可能な荷台天井の高さ 280cm

受付可能な荷台の高さ

標準ドック:105cm 対応可能高さ:95cm ~ 115cm（2t車特例有）
ドックレベラー設置:あり
設置箇所:202A,207A,207B,208A,209A
レベラー設置ドック:105cm  対応可能高さ:90cm ~ 120cm

ラッシングバーの置き方 ラックへセット



■入構出構に関する注意点
2F,3Fのトレーラーヤード入り口に防犯センサーを設置しています。

4Fで受付した際にセンサーを通過出来るアクセスコールを入構証といっしょにお渡しします。

アクセスコールがない状態でトレーラーヤードに進入すると不正侵入の警報が発報し、

アマゾンのセキュリティシステムに自動通報され、警備隊が現場に急行します。

また、入構証は必ずダッシュボードに置いて外から見えるようにしてください。

お帰りの際は、ドックにご返却ください。

出構時は、アクセスコールがなくても警報発報しませんので、ご安心ください。

車両から降りるときは必ずサイドブレーキをかけ、輪留めの実施をいただけますようお願いいたします。

安全上(車両出発時、十分な旋回スペースを確保し、設備との接触を回避するため)、バースA、B側同時接車の際、必
ずA側から出発してください。

入出時の注意点

車両受付場所 【４F】



入構手続きから着車までの流れ

①入構登録 (4F）
４F車両受付にて入構登録を行います。所定の受付用紙に会社名、アポイント
ID、ドライバー様の携帯番号の記載をお願いします。
※１予約時間20分前からの受付とさせて頂きます。
※２車両待機場所に限りがありますのでご了承ください。

②警備隊にて待機場所を案内されますので、指定の場所までご移動ください。

③待機場所にて入荷担当へ到着の連絡を入れてください
※必ず入構登録（車両受付）後に架電いただきますようお願いいたします

④荷降ろし準備が整い次第、Dock担当者からドライバー様の携帯電話へ着車
間口のご連絡をさせて頂きます。指示があるまで待機してください。

⑤指定の間口に着車し、荷降ろしを行ってください。

注意：トイレは所定の場所がございます。警備室にてご確認ください。

4

2F 



■FCでのロールボックス搬送ルール
【ドライバー様の作業範囲について】

・拠点作業者の指示に従い、ドック前に置かれたRBまたは拠点作業者から渡されたRBを荷積みしてください。

紫のセキュリティラインを超えてRBを取りに行く、または搬送することは厳禁です。

※体調不良等で紫のセキュリティラインを超えて移動する必要がある場合は、必ず拠点作業者へお声がけください。

※(夏季熱中症対策期間のみ）ウォーターサーバーのご利用を希望される場合は、拠点作業員へお声がけください

【傾斜部での作業について】

・ヤマトロールボックスについて、原則、傾斜・段差の場所では、ロールボックス転倒を防止するため、進行方向に対して

背面を横向きにして運搬をお願いします。

【JPロールボックスの作業について】

・JPロールボックスは畳んだ状態では運ばず、必ず底板まで組立てた状態で搬送をお願いします。

その他
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